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南部労福協 2014年度通常総会 開かれる 
2月 12日 長崎市  沖縄県労働金庫が新規加盟 

労働者福祉南部ブロック協議会(南部労福協)は 2月 12日(水)、長崎市内のホテルにおいて 2014年度通常総会

を開催し、2013 年度活動経過報告・2013 年度決算報告並びに 2014 年度活動計画案・2014 年度予算案等の審議

を行い、全ての提出議案が満場一致で承認されました。 

 

通常総会には役員・代議員等 70名が出席し、定刻 5分前の 13

時 55 分、吉永幹事(熊本県労福協)の挨拶で開会。議長団に長崎

県労福協の西角代議員(労働金庫)と友知代議員(全労済)の両氏

を選出し議事に入りました。 

幹事会を代表して挨拶に立った森会長は、沖縄県労働金庫の新

規加盟を歓迎するとともに、ブロック管内の活動のすそ野が拡大

することを期待すると挨拶。具体的な活動指針については、可処

分所得を引き上げるため、事業団体である労働金庫や全労済の活

用推進を要請しました。また、労福協運動の原点である「困って

いる人に手を差しのべる」運動の推進・強化が重要で、そのため

にも中央労福協が提唱する 2020 年ビジョンへの挑戦をしていき

たいと決意を述べました。 
長崎ワシントンホテルで開催された通常総会の風景 

来賓挨拶では、中央労福協・大塚事務局長、連合九州ブロック連絡会・髙島代表幹事、長崎県産業労働部・江

村次長の 3名から祝辞と連帯の挨拶がありました。その後、議長団から祝電・メッセージの披露があった後、総

会成立宣言があり提出議案の審議に入りました。 

桝田事務局長から第 1 号議案：2013 年度活動報告、第 2 号議案：2013 年度決算報告・収支差額処分案、第 3

号議案：2014 年度活動方針案、第 4 号議案：2014年度収支予算案、第 5号議案：規約改正案について詳細に提

起がなされました。審議の結果、全ての提出議案について満場一致で原案通り可決・承認されました。議長団か

ら総会スローガンが読み上げて提案され、全体の拍手で採択されました。 

全ての議事が終了し、諸富幹事(大分県労福協)から閉会挨拶がなされ、15時 45分、通常総会は成功裡に終了

しました。 

南部労福協幹事会役員 

役職名 氏   名 選出団体名 備考 

会 長 森   光 一 長崎県労福協  

事務局長 桝 田  憲 二 長崎県労福協  

幹 事 大 原   始 福岡県労福協  

〃 吉 浦   明 佐賀県労福協 交代 

〃 吉 永  徹 男 熊本県労福協  

〃 諸 富  幹 夫 大分県労福協  

〃 金 丸  隆 徳 宮崎県労福協  

〃 新坂上 市郎 鹿児島県労福協 交代 

〃 島 袋  鉄 夫 沖縄県労福協  

〃 西 村  芳 樹 連合九ブロ 交代 

〃 川 野  和 幸 九州労働金庫  

〃 土 屋  荘 一 全労済西日本  

〃 成 岡  義 光 沖縄県労働金庫 新任 

会計監査 姫 野  修 一 全労済長崎  

〃 口 石  昭 弘 九州労金長崎  

 

 記念講演  

“生活保護「改革」と生活困窮者自立支援法の課題と問題点” 
 
通常総会終了後、あかり法律事務所(大阪市)の小久保哲郎

弁護士を講師に招き、生活保護制度に関する問題点を中心に

講演がありました。 

講演では、2013 年 8 月より史上最大の生活保護基準の引き

下げが実施された。特に生活扶助基準の引き下げに関する厚

生労働省の試算には問題があり、際限ない引き下げスパイラ

ルを招くと指摘した。また、2013年 12月に成立した生活保護

改正法と生活困窮者自立支援法の概要説明では、お笑いタレ

ントの母の生活保護問題のバッシングをあげ、生活保護受給

者は、様々なハンディを持ち孤立しがちであり、政治的・社

会的に声をあげにくい弱い立場にあることを認識する必要が

ある。生活保護制度は憲法第 25条の生存権保障の岩盤となる

制度であることを再認識し、諸対策を講ずるべきであると講

演がありました。 

http://fukuoka.rofuku.net/
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解雇・雇い止めトラブル労働相談を実施 2/5～2/7 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地地域域だだよよりり ～北筑後地域労福協～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合は、民間・公務の職場を問わず、パート、契約社員、派遣社

員、臨時・非常勤職員など非正規雇用で働く労働者の雇用や処遇の

問題に取り組むことが必要との観点から、年度末直前において“解

雇・雇い止めトラブル労働相談”を 2月 5日(水)～7日(金)の 3日

間、全国一斉に実施しました。連合福岡では「ライフサポートふく

おか」と連携し取り組みました。 

 労働相談は 3日間とも 10時から 19時まで受け付け、3日間で 38

件の相談が寄せられました。なお、労働相談実施前段では、連合地

協の皆さんがチラシ配りなど広報活動に取り組まれましたし、相談

日初日にはマスコミ取材もありました。 

相談内容は、雇用関係の相談が最も多く、安全衛生や不当労働行

為等の相談も寄せられました。また、昨年 12 月 10 日・11 日の 2

日間において、「就職後に泣かないための、就活ホットライン～そ

の求人広告・求人票 大丈夫？」をテーマに労働相談を実施してお

り、21 件の相談が寄せられました。 
 

[相談内訳] 

労働組合関係   1  退職関係 2  

労働契約関係 6  保険・税関係 3  

賃金関係 5  安全衛生関係   4  

労働時間関係 2  差別等関係 1  

雇用関係 10  その他 4  

 
 

 

～有期契約で働くあなたの相談に応じます～ 

 

 

 

 

 

 北筑後地域労福協は、久留米市、小郡市、大川市、うきは市、

大木町、大刀洗町の 4市 2町をエリアに活動を行っています。 

 昨年度は北筑後地域労福協の新たな取り組みとして、5 月に

チャリティゴルフ大会、12月に交流ボウリング大会を実施しま

した。チャリティゴルフ大会には 36 名の方が参加し、皆さん

から募ったカンパは福祉募金として活用させていただくこと

ができました。また交流ボウリング大会は、年末の忙しい時期

にもかかわらず 48 名の方に参加いただき、健康増進と会員相

互の交流を深めることができました。 

 

 エリア内の久留米市は、2005年の合併により人口が 30万

人を超え 2008年 4月 1日に中核市に移行しました。ブリヂス

トンの創業地でもあり、ゴム加工品メーカーの工場が多く所

在しています。近年は、ダイハツ工業の子会社であるダイハ

ツ九州の軽自動車専用エンジン工場などが進出し、北部九州

における自動車産業集積化の一翼を担っています。 

また、筑後川沿いに数多くの酒造業が軒を連ね、筑後川の

豊かな水、美しい大粒の筑後米など利点に恵まれ、現在も 9

つの蔵元が個性あふれるお酒をつくり続けています。毎年 2

月には九州最大の「城島酒蔵びらき」が行われ、飲みくらべ

や開放酒蔵めぐり、角打ちなど楽しむことができます。 

 
新しくなったＪＲ久留米駅前の風景 

ボウリング大会の風景 
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 連合福岡   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非正規労働センター地域セミナー 

 

連合福岡非正規労働センターは 1 月 26 日(日)14 時から、非正規

労働センターとして初めてのセミナーを久留米で開催しました。 

セミナー開催は、労働問題の未然防止を第一の目的とする非正規

労働センターにとって重要な取り組みであり、働く人にも経営者の

方にも参加して欲しいとの思いから、経営者団体や福岡県筑後労働

者支援事務所等と連携しながら諸準備を進めました。 

冒頭、岩永康志運営委員長(JR連合)から主催者挨拶があった後、

市川法律事務所の市川俊司弁護士を講師に招き、「知って得得、互い

を助けるワークルール」と題して講演がありました。講演では「就

活上の注意」「就業規則の意義」「労働基準法の基礎」に「ブラック

企業の見分け方」など、まさに知って得する講演となりました。 主催者挨拶を行う岩永康志運営委員長 

 
講演をする市川俊司弁護士 

講演後には、ワークルールに係るクイズが行われ、落ち着いて考

えれば答えられるのに、時間制限があるからか回答に戸惑う参加者

も居たりで、苦笑いがこぼれる時間となったようです。最後に、田

井孝二運営委員会事務局長(連合福岡副事務局長)から閉会挨拶が

行われ、16時 30分に終了しました。 

初めてのセミナーには 53 名の参加があり、その中には中小労組

からの参加者やホームページの案内で参加された方も居ました。残

念ながら経営者の参加はありませんでしたが、経営者の皆さんにと

っても意義ある内容で進めることが出来ました。 

 これからの予定として、4 月に北九州市、7 月に飯塚市、10 月に

福岡市においてセミナーを開催することとしていますので、奮って

の参加を期待するところです。 

～知って得得、互いを助けるワーク・ルール～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年 1 月 30 日(木)に西鉄グランドホテルにお

いて、全労済担当役員研修会を開催しました。担当

役員研修会は、全労済における課題・情報・状況等

の共有化をはかり、今後の推進強化につなげていく

ことを目的としています。メイン講演では、労働組

合業界でライフサポート活動専門の実行援助コンサ

ルタントとして活動されている生活経済研究所長野

の塚原事務局長に講演していただき、団体生命共済

を軸とした「労働組合における保障設計の実践」に

関連する知識を深めていただきました。 

また、NPO 法人子どもの村福岡の大谷専務理事か

ら、「子どもの村東北」の設立準備状況の報告を受け、

福岡労済 50 周年記念事業としての支援活動に関し

て共有化をはかっていただいたところです。 

研修会には、協力

団体や福祉事業団体

などから 136 団体・

168 名の方々に出席

いただき、成功裡に

修了することができ

ました。 
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2012年度の取組みでは 

7,382,792円 の浄財が 

集まり、県内 22施設へ 

必需品を寄贈しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年度「福祉募金」の取り組み 

地域名 寄  贈  先 寄 贈 物 品 等 寄贈日 

遠 賀 川 桂川町心身障害児者育成会 ﾋﾞﾃﾞｵﾑｰﾋﾞｰ、ｽｸﾘｰﾝ、ﾊﾟｿｺﾝ、ｽﾋﾟｰｶｰ、ﾃﾞｼﾞｶﾒ等一式 2013.06.06 

福 岡 ＮＰＯ法人自閉症応援舎 TOUCH 
地域活動支援ｾﾝﾀｰ スマイルポッケ 

ﾜｰｸﾃｰﾌﾞﾙ 1台、椅子 6脚、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 2台、 

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ一式 

2013.10.19 
 

2013 福祉 

ふれあい学習会 

で贈呈式 

ＮＰＯ法人あったか あったかホーム ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ用折りたたみｼｰﾄ（医療用）１式 

 

ＮＰＯ法人さんえす 
障がい福祉サービス事業所 未来咲舎 

電気式ビッグオーブン（厨房機器）１台 

 

ＮＰＯ法人はな 障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 
共同作業所「はな」  

電動シーラー（包装機器）３台 

フードプロセッサー１台  

ＮＰＯ法人アントレ 
就労移行支援事業所 ﾜｰｸｽ･ｱﾝﾄﾚ 

ｺﾙｸﾎﾞｰﾄﾞ２台、書棚２台、ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ等３台、 

ｽﾀﾝﾄﾞﾐﾗｰ２台  

障がい者福祉サービス事業所 
＋ＣＯＣＯ(ﾌﾟﾗｽｺｺ) 

ルームエアコン(作業所用)3台 

 

社会福祉法人 元洋会 
共同生活介護事業所 ケアホーム若杉 

小型物置・収納庫 各 1台 

 

社会福祉法人 重症心身障害児施設 
久山療育園重症児者医療療育センター 

リフト用吊り下げネット一式、生体情報モニター2台、食事

用テーブル 1台 

糸島臨床動作法研究会親の会 
糸島レインボーサークル 

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ 1台、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 1台、ﾊﾟｰｿﾅﾙｶﾗｵｹ 1台、ﾊﾞﾗﾝｽﾎﾞｰﾙ

1個  

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 糸島の遊び場ったい！ ﾌﾞﾗｼﾞﾘｱﾝﾊﾝﾓｯｸ 3台、ﾌﾞﾗﾝｺ 2台、引き車 1台、 

幼児用プレイキット一式  

京築・田川 児童養護施設 田川湯山荘 音響機器一式(ｽﾃｰｼﾞﾊﾟｽ、ｽﾋﾟｰｶｰｽﾀﾝﾄﾞ、ﾏｲｸ) 2013.11.09 

障がい者通所施設 あんだんて 洗濯機 1台、エアークリーナー1台、入浴用品 2013.11.14 

児童発達支援センター 恵光園 ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾌﾟ 1台、ﾁｭｰﾅｰﾕﾆｯﾄ 1台、ﾊﾝﾄﾞ型ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ 1本、ﾍﾟﾝﾀﾞ

ﾝﾄ型ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ 1本 
2013.11.25 

南 筑 後 社会福祉法人 くすの木会 
「くすの木苑」 

耕うん機 1台、畦たて器 
2013.11.25 

ＮＰＯ法人大牟田市知的障がい育成会 
「ふれんず」 

エンジン芝刈り機 
2013.11.25 

筑紫・朝倉 
 

春日市役所 車椅子ノーパンクタイヤ交換(8台)   2013.12.04 

朝倉市社会福祉協議会 車椅子ノーパンクタイヤ交換(7台) 2013.12.07 

ＮＰＯ法人ちくしの子育て応援団 
「はっぴい」 

ﾊﾟｿｺﾝ 1台、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 1台、その他用品 
2013.12.17 

北 筑 後 
 

就労継続支援Ｂ型事業所「ルッコラ」 
 

きくらげ栽培用ハウス資源、加湿器、 

デジタルはかり 
2013.10.02 

ＮＰＯ法人新現役の会 
「ちくごセンター」 

タブレット端末ｉＰａｄ 3台 
2013.10.30 

ハム太郎クラブ 遊具（フラップバルーン、鳴子、すず、 

カゴリン、スカーフ） 
2013.12.21 

北 九 州 シルバーひまわり移送ｻｰﾋﾞｽ車輌 1台を 2014年 4月に寄贈予定。 2014.04.26 
 

 

 

 

 

 

 

京築・田川地域労福協 

遠賀川地域労福協 

福岡地域労福協 
 

  

 

筑紫・朝倉地域労福協 

   

南筑後地域労福協 北筑後地域労福協 北九州地域労福協  

福祉募金へのご協力に感謝申し上げます。 

2012年度の取り組みがまとまりましたので、ご報告申し上げます。 

  


